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 2023.11.12 
小平図書館友の会 

第 9 回 読書サークル・小平β 
 

担当テクスト：人口減少と社会保障 -孤立と縮小を乗り越える 中公新書 2017.9 .20 
報告者：加本 2023.11.12 
 
河野龍太郎氏の経済図書「成長の臨界」で引用されていたので、読んでみました。著者は、
厚生労働省で介護保険創設に尽力し初代の地方創生総括官も務めた、この分野の実務家で
す。孤立する高齢者から非正規雇用、子育て支援、住まい、まちづくり、地方行政まで、日
本の社会保障の課題を整理し、これから進むべき道が提言されており、大きく押さえておく
べきことが書かれ、また、政策が形作られている様子も伺えます。日常のニュースで語られ
ることの背景が分かり、個々人のこれからのことにも構想が働きます。同書でも一般の理解
と協力が欠かせないと書かれています。出版されて早くも６年経ちました。その間の社会の
変化により、内容を更新し政策立案に参加する感覚で読むとより意義深いと思います。 
 
目次は、序章 社会が変われば社会保障も変わる、第１章 変容する日本社会、第２章 日本
の社会保障の光と影、第３章 社会的孤立を防ぐ、第４章 「全世代型」へ転換する、第５章 
人口減少に適応する、終章 国民的合意の形成を目指して。 
 
著者：山崎史郎 1954 年、山口県生まれ。78 年に東京大学法学部卒業後、厚生省（現・厚生
労働省）入省。厚生省高齢者介護対策本部次長、内閣府政策統括官、内閣総理大臣秘書官、
厚生労働省社会・援護局長、2015.1 から 16.6まで地方創生総括官。介護保険の立案から施
行、若者雇用対策、生活困窮者支援、少子化対策、地方創生などを担当。 
 
１主題：日本の社会保障制度の課題と展望 
２対象：ひろく社会人 
３方法： 日本社会に起きている変化と日本の社会保障の基本構造を明らかし、今後の日本
の社会保障が目指すべき基本方向を論じる。特に「人と人とのつながり」、「高齢者支援から
全世代型支援へ」、「人口減少に適応する」の観点で展開する。 
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４検証の妥当性/発見/意義と効果： 社会保障の概要と課題が明確に語られている。今後の
目指すべき方向が示されている。 
 

(1)変容する日本社会 
i．家族の変化 日本型福祉社会

論の破綻 
高齢単身者、壮年未婚者、ひとり親世帯 

ii．雇用システ
ムの変化 

経済の変調 非正規雇用の急増、若壮年無業者、ひきこもり、親同
居未婚者 

iii．社会のひず
み 

孤立と格差 自殺者の増加、社会的孤立、格差の固定化、リスク
（発達期、社会性、生活困窮）の連鎖、 
親から子への世代間の連鎖 

iiii．人口減少
の到来 

政府や専門家の
常識を超えた減
少 

晩婚化、非婚化、完結出生児数（夫婦の最終的な平均
出生子ども数）の低下、 

 
 

(2) 日本の社会保障 保険料（66.3兆円）、国庫（32.2兆円）、（平成 28年度当初予算） 
i．社会保険 ＜保険的方法＞によ

る保証 
公的医療保険、年金、 
介護保険、雇用保険 

ii．公的扶助 国や地方公共団体の
＜税収入＞ 

国家扶助による最低限の生活保障（生活保護） 

iii．公衆衛生 国や地方公共団体の
＜税収入＞ 

保健所などが行う健康づくりや地域保健活動、 
食品・医薬品分野、国民の栄養改善・結核対策 

iv．社会福祉 国や地方公共団体の
＜税収入＞ 

子育て支援などの児童福祉や障害者福祉 

 
(3) 社会的孤立を防ぐ 
i．共生支援  非正規⇒正規、 
ii．人を「つな
ぐ」 

エンパワーメント 生活困窮者自立支援 

iii．生きる力を
「強める」 

就労支援と学習支援 雇用と福祉の融合、農福連携、学習支援、近隣の
助け合い、財源、 
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(4) 全世代型へ 
i．出生率回復 究極の高齢化対策 
ii．希望実現の
壁 

子育てと年収、夫の家事・育児参加の低さ、子育て費用 

iii．全世代型社
会保障 

仕事と子育ての両立支援、経済的支援の強化、子育て支援連帯基金 
働き方改革、支援体制の包括化、経済界の理解と協力、 

 
 

(5) 人口減少に適応 
i．社会保障の効率化と多様
化 

加速、若年先行、地域差は時間の差 
縦割り・横並びから効率化・多様化へ。 

ii．サービス改革 人材の拡充 
iii．住まいの保証システム 空き家や空き地の利活用、住宅手当、生涯活躍のまち構想 
iv．地域組織の再編 大都市 広域的視点 

地方都市 広域化、地域密着、 
人口減少が急激な地域 地域運営組織 
多様で重層的な構造 

 

 
人口減少時代の社会保障の政策体系 P254 
国民的な合意形成を目指して P259 
 
５方法の限界と問題点：  
子育て支援に財源の裏付けがないとの批判がある。 
2017年の出版で、現在（2023 年）は、コロナ禍とウクライナ戦争、外国人永住者や外国人
労働者の増大など、状況が変化している。 
 
６その他のコメント： 
人口が減ることのメリットを活かしたい。 
武村正義氏 （1934 年- 2022年）は、「小さくともきらりと光る国」と語っていた。 
小平市はどのようになっているか？ 
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キーワード： 
P4 社会保障は、次の４分野 
・社会保険：公的医療保険、年金、介護保険、雇用保険、⇐ 保険的方法 
・公的扶助：生活保障・保護 
・公衆衛生：保険所の地域保健活動、食品・医薬品分野 
・社会福祉：児童福祉、障害者福祉 ⇐ 税収入 
P5 需要（社会ニーズ）⇔供給（給付・サービス） 
・リスク ⇒家族の変化⇒介護保険、 雇用・地域・住宅 
P9 「つながり」社会資本 （ボーリング・アロン） 
・「全世代型」支援 子育て支援 
・「人口減少に適応する」 
・人材、住まい、地域組織 ⇒ 縮小 ⇔ 効率化、転換 
P13 後期高齢者７５才以上（一定の障害がある方は 65才以上） 
P22 バブル経済がもたらした３つの過剰： 債務・設備・雇用 
P97「世代間」の支えあいから「世代内」の支えあいへ  
P210 住宅行政と社会保障行政の分離⇒連携が強まっている、高齢者ケア、 
 日常生活圏域、居住地域の希薄化、空き家、 
P225  住宅は個人資産⇒社会資源 
  生涯活躍のまち構想 
「持続可能な社会」「地域共生社会」「生涯現役社会」 
 
 
推薦図書： 
加藤秀俊、社会学 - わたしと世間、中公新書 2018.4.18  
・9 月に９３歳で亡くなられた。 
・中公新書巻末の「中公新書刊行のことば（1962.11)」は加藤さんの文章です。 
ヴァーツラフ・ハヴェル『力なき者たちの力』 2020年 2月 (NHK100 分 de 名著) ムック、
2020.1.27 
・１０月１日から１週間ほど、世界道路会議プラハ大会に参加した。（加本） 
 







図表８：小平市人口の長期的見通しの比較 

※人口推計は、未来の人口を当てようとする、いわゆる予測を第一の目的としたものではなく、過去から現在に至る人口動態の傾向を将来に投影するもので、その推計は

新たなデータが示されるごとに変化していく。また、人口動態の小さな変化で、30 年先、50 年先といった長期的な推計は、より大きく変化していく。

小平市人口推計報告書（平成 27 年国勢調査による）補足版（令和元年８月）より



小平市の人口
ピークは、2020年で191,443人。
2065年には142,145人で、約25%の減。
（全国、29%の減）

左図は人口構成
2015年の実績、
20年後の2035年の予測、
50年後の2065年の予測

小平市人口推計報告書 (H29.2)より、

ちなみに小平市の面積は 20.51km＾2
1km＾2あたりの人口密度は、
191,443/20.51= 9334.

規模は、阪神間の兵庫県伊丹市と似ている。
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